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『田瀬ダム高圧放流設備』が日本機械学会機械遺産に認定

～　ダムの機械設備として 全国初 の認定 ～

≪発表記者会：岩手県政記者クラブ、花巻記者クラブ≫

＜問い合わせ先＞

　『田瀬ダムの高圧放流設備』は、日本で初めて、高い水圧状況の下で開閉で
きるスライドゲートをダム堤体内部の放流管と組合せて設置した”ダムから水を
放流するための機械設備”です。

　この高圧放流設備を先駆けて導入したことにより、以降の多目的ダム※１建設
において、高圧放流設備の設計技術の確立・進展に寄与しました。
　その功績が認められ、歴史に残る機械技術関連遺産として、日本機械学会
に「機械遺産」として選定されました。
　また、「機械遺産」認定を祝したイベントを企画しております。

【機械遺産認定式について】
　　○開催者　　　 一般社団法人 日本機械学会
　　○開催日　　　 令和元年８月７日（水）　（機械の日）
　　○会　 場　   　豊洲IHIビル
　　○その他        詳細は、(一社)日本機械学会の次のＵＲＬを参照ください。
　　　　　　　　　　　 　　　https://www.jsme.or.jp/kikaiisan/

【機械遺産認定を記念したイベント予定】
　　○令和元年８月　８日（木）～　機械遺産認定を記念した施設カードの配布開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 配布期間は、令和２年３月３１日（水）まで
　　○令和元年８月２６日（月）～ 田瀬ダムものしり館で機械遺産特別展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 特別展は、令和２年３月３１日（水）まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年度からは、パネル等の常設展へ
　　注) 上記以外のイベントも企画しており、随時公表してまいりますので、お楽しみに！

※１ 多目的ダム ： 洪水調整、不特定利水、水力発電、かんがい、上水道、工業用水のいくつか、
　　　　 　　　　　　　 または全てを兼ね備えたダム。

◆ダムに関する情報については、当事務所のホームページでご覧頂けます。
　ホームページURL http://www.thr.mlit.go.jp/kitakato/
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図－１ 田瀬ダム透視図 

図－１ 画像提供 一般財団法人日本建設情報総合センター（JACIC） 
図－２ 田瀬ダム 高圧放流設備鳥瞰図 

ボンネットから下はダム堤体
に埋設されています 

概 要 

 『田瀬ダムの高圧放流設備』とは、高い水圧を受けた状態で水密性を保ちながらスライド式の扉体を、 
油圧シリンダを用いて開閉する機械要素を組み合わせた“ダムから水を放流するための設備”である。 
 本高圧放流設備は、田瀬ダム堤体内部に放流管と組合せて設置されており、水深41.3mの高水圧下で 
ゲートを開閉できる日本で最初の機械設備である。 

 ダム建設当時の1950年(S25)頃は、日本において 
高圧放流設備を設計・製作できる技術がなかった 
ため、ダム建設先進国の米国より導入。 
 この高圧放流設備を先駆けて導入したことにより、 
以降の多目的ダム建設における高圧放流設備に関 
する技術面での礎となり、設計技術の確立・進展に 
寄与した。 

機械遺産認定 『田瀬ダムの高圧放流設備』 

※ 図－２の赤書き文字の設備が機械遺産 
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ダムの機能を拡大した高圧放流設備 
 田瀬ダムが1941年(S16)に着工された当初は、図－３（左
図）に示すとおり、クレストゲートのみがダム天端に設置 
され、高圧放流設備は計画されていなかった。 
 戦争による工事中断から、戦後、カスリン台風・アイオン
台風が立て続けに襲い北上川沿線が甚大な被害を被った
ことから、ダムの嵩上げともに洪水調節のための利用水深
を大きくするため、ダム堤体下部に高圧放流設備（コンジッ

トゲート）が設置された。→ 多目的ダムへ発展 
  田瀬ダムにおいて国内初の高圧放流設備を設置したこ
とにより、貯水容量を最大限に利用できるようになった。 

※ 日本のダム機能が飛躍的に進歩したターニングポイント 

図－３ 田瀬ダム堤体計画の推移 

当初計画（1941年） 再開時の計画（1950年） 
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クレストゲート 

クレストゲート 総貯水量 146,500千ｍ３ 
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【1941.10 着工】 【1955. 4 管理移行】 

【参考】 田瀬ダムのスケルトンイメージ 
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